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1　史料名：ペゴン文書
　ペゴン（pégon）
1
とはアラビア文字で表記されたジャワ語あるいはスンダ語を指す
2
。本稿では
ジャワ語のペゴン文書について中心に記述する。ジャワ島では、イスラーム化以前、インド起源
の文字であるジャワ文字が利用されてきたが、16世紀、ジャワ島北海岸から次第に浸透したイ
スラームの影響により、アラビア文字の使用が始まった。ジャワ語をアラビア文字で表記するに
あたり、幾つかの問題点が生じたが、アラビア文字自体を大きく変化させることはなく、簡単な
変更を加えて利用した。例えば、アラビア文字で表記できない母音は、上下に符号をつけ
3
、ア
ラビア文字にはない子音は、近い音の文字に点を足して表記した
4
。
　しかしながら、アラビア文字がジャワ文字を駆逐することはなく、併用の時代が続いた。特に、
オランダによるジャワの植民地化が深化した 19世紀から 20世紀初頭にかけて、王宮ではジャワ
文字が使用され、プサントレン（pesantren: イスラーム寄宿塾）ではアラビア文字が使用されるという
二分された状態が継続した。オランダの植民地政策の影響により、王宮ではイスラーム化以前の
伝統を重視するようになり、「スラカルタ・ルネッサンス」と呼ばれたジャワ文芸復興期には、
ジャワ文字を使用した多くの「宮廷文学」が執筆された。これらの作品はオランダ人の注目を引
き、継続的に収集され、「ジャワ学」の構築に貢献した。しかし、こうした「宮廷文学」を生み
出した宮廷詩人達は、宮廷に仕える以前にプサントレンで教育を受けた経歴を持っていた
5
。こ
れは、当時プサントレンが様々な学問の中心地であり、発信地であったためである。プサントレ
ンと王宮の文化は完全に切り離されたものというわけではなかった。
　プサントレンとは、サントリ（santri: 寄宿塾の生徒）が集まって学問をする場所という意味であり、
前イスラーム時代から存在していたと推測されている［Pigeaud 1967:79］
6
。しかし、19世紀メッカ巡
礼者の増加とともに、プサントレンの数は急増し［Bruinessen 1995］、前イスラーム色は消えていった。
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プサントレンではアラビア語を用いた教本が多く用いられたが、その翻訳はアラビア文字表記の
ジャワ語、すなわちペゴンで記された。当初、ペゴンは翻訳のみに用いられていたと考えられる
が、次第にペゴンを用いて様々な作品が書かれるようになっていった。また、サントリ達は書簡
や覚え書きなどの日常生活における筆記もペゴンを用いた。そのため、19世紀～ 20世紀初頭に
ペゴン文書は急増した。当時のペゴンの識字率を示すことができる統計は存在しないが、ムスリ
ムとしての初等教育を受けた子供達は、コーラン読誦（pengajian）のために、アラビア文字を読む
練習を第一におこなうため、たとえアラビア語そのものが理解できなくても、ジャワ語であるペ
ゴンは容易に読解することができた。現在のインドネシアでは、ローマ字表記が一般に教えられ
ているが、プサントレン関係者によっては今なおペゴンを用いている場合がある。
2　史料の現所蔵者及び伝来
　インドネシアでは、ソロ及びジョクジャカルタの王宮［目録 1、5、7］、旧王立バタビア学芸協会
（Koninklijk Bataviaasch Genootschap van Kunsten en Wetenshappen）コレクションが所蔵されている国立図書館［目
録 2］及びインドネシア大学文学部［目録 3］に、ジャワ語写本が数多く保管されている。オランダ
では、レイデン大学附属図書館に膨大な量のジャワ語写本のコレクションが存在する［目録 8］。
また、イギリス及びドイツにもジャワ語写本のコレクションが存在する［目録 9, 10］。しかし、こ
うしたコレクションのジャワ語写本の多くは、ジャワ文字で書かれたものであり、ペゴンで書か
れたものは圧倒的に少数である
7
。その理由は、必ずしもペゴンで書かれた数が少なかったこと
を示しているわけではなく、むしろオランダ人が注目し、収集したものがジャワ文字中心であっ
たこと、農村部に存在したプサントレンよりも王宮の方が地理的にも、人脈上でもアクセスしや
すかったことなどが考えられる。
　事実、ジャワ島（及びマドゥラ島）各地に存在するプサントレン（地図参照）には、ペゴンで書かれ
た教本や手紙が多数残されている。教本のなかには、印刷され、ジャワ各地で現在も流通してい
るものも存在する。ただし、プサントレンは途中で歴史が途絶えてしまったり、創設者の子孫が
居住地を変えてしまったりする場合があり、19-20世紀初頭に存在したプサントレンが現在もな
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地図　19-20世紀初頭のジャワ島に存在した大小のプサントレンの位置（黒丸＝大、白丸＝小）［Dhofier 1982］
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お同じ地域にあるとは限らない。また、教本や手紙の写本は子孫または弟子によって個々に所有
されているため、所在を確認することが難しい。先祖からの遺産として、宗教的理由から、それ
らを関係者以外に見せることを拒んでいる場合もある。
3　史料の形態
　ペゴンは 18世紀～ 19世紀初頭のものには、木の皮に書かれているものがあるが、多くの場合
西洋紙に書かれている。教本の場合は、製本されている場合が多いが、サントリ達によって写本
されたまま、製本されていないものも存在する。製本されている場合、動物の皮または植物の繊
維を編んだものを表紙に用いている。書簡の場合は、紙片に書かれている。通常は黒インクで記
されているが、教本の場合、引用部分や重要な部分に赤インクが用いられている場合がある。
4　史料点数
　1及び 2に書いた理由により、正確な数は把握されていない。ただし、2に挙げた図書館及び
王宮に所蔵されているペゴン文書は約 900点ほどである（Bahasa Jawa Cirebonを含む）。
5　史料の概要
　ペゴンで書かれている写本の内容には、1.イスラーム学関連の翻訳書または解説書、2. プリ
ンボン（primbon）：占いと呪文の書、3.スルック（suluk）：イスラーム哲学的内容を含む韻文、4. イ
写真 1：Pesantren Buntet, Cirebonにて（地図中 6番）
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スラーム関連宗教文学、5. 訓告・説
教、6. インド起源の物語（ワヤンな
ど）、7.書簡などがある
8
。1及び 7
は、前述の通り、ジャワ各地のプサ
ントレンで、イスラーム指導者（キ
ヤイ kyaiなど）やその弟子達によって
執筆されたものである。アラビア
語で執筆されたイスラーム諸学の
教本の翻訳はペゴン文書の中で最
も数が多い。アラビア語書物（kitab 
kuning）の行間や欄外にペゴンで翻訳
が挿入されただけのものから、アラ
ビア語書物からの引用を多用しなが
らも、新しい著作となっているもの
もある。例えば、19世紀半ばプカ
ロガン（Pekalongan）州カリサラック
（Kalisalak）村のキヤイ、アフマッド・
リファイ（Ahmad Rifa’i）は、ペゴンを
用いて、イスラームの基本知識を村
人に伝えるための数多くの教本を執
筆した。これらのイスラーム諸学の
写本は、特にジャワ語を用いて広く
伝播したイスラーム思想の傾向を知
る手がかりとなる。
　2のプリンボンには、占いの情報だけではなく、日常生活を安寧にすごすためのあらゆる知識
が記載されている。プリンボンは農村地域においても、その地域の知識人が所有し、珍重されて
いた。ジャワ人の世界観を研究する貴重な資料である。3のスルックは、儀礼時に読誦される韻
文であり、イスラーム神秘主義思想を研究する上で重要な資料となる。4は、「スラット・アン
ビヤ（Serat Ambiya）」などの、イスラーム関連の物語で、中東やマレーから伝わった物語をジャワ
語に翻訳したものである。ジャワ語に翻訳された際に、物語はジャワ風に書き直され、様々な挿
入話や登場人物が新たに書き加えられたので、ジャワ文字で書かれた物語と同様に、一つの物語
に様々なバージョンが存在する。5は、「タジュス・サラティン（Tajus salatin）」のような訓告である。
これも、4と同様の経路でジャワ語に翻訳されたものである。6は、もともとジャワ文字のジャ
ワ語で書かれていたインド起源の物語を、ペゴンで書き直したものである。
　上記の種類の写本はペゴンで書かれたものだけではなく、ジャワ文字版も多数、図書館及び王
写真 2：写本（Cirebon）
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宮に保管されている。特に、図書館
や王宮で保管されている 3～ 6の写
本は、19～ 20世紀初頭に、ペゴン
を書くことができる「宮廷詩人」が
ジャワ文字版に加えて、ペゴンでも
書き残したものであると考えられる。
彼らがペゴンでも書き記した理由
は定かではないが、これらの写本を
行うことによって、「神からの褒賞
（pahala）」を得ることができると考え
る習慣があったこと［Behrend 1990］、
または儀礼時に朗読されるために、
イスラームに相応しいかたちに書き
換えたこと［Pigeaud 1967］などが、理
由として考えられている。しかし、
これはジャワ文字版とペゴン版の内
容を比較検討することによって、別
の理由が照射される可能性がある。
6　史料を使った現在までの研究
状況
　まず、表記法としてのペゴンについての研究は、これまでほとんどなされてきていない。キヤ
イやサントリなどのプサントレン関係者は、アラビア語教育に重点を置いていたため、ペゴンの
研究を特には行っていなかったようである。ジャカルタの国立図書館に、ペゴンの正しい綴り方
について、19世紀半ばに宮廷詩人が執筆した写本が保管されている。この写本では、ジャウィ
（jawiアラビア文字表記のマレー語）を手本にして、ペゴンの表記法を説明している［Kramaprawira 1865］。こ
の写本に書かれている前説によると、ペゴン表記の歴史はジャワにおけるイスラームの伝播の歴
史とともに始まった古いものであるにも関わらず、今なお綴り方を間違っている場合があること、
またペゴンをジャウィのようにより簡素化する必要があると考えられたことから、この文書は執
筆された。この写本を除き、筆者は現在までのところ、ペゴンについて詳述している文献を入手
していない。
　ペゴン文書を史料として用いた研究も、これまでほとんどなされてきていない。その理由とし
写真 3：書簡（Cirebon）
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て考えられる事は、第一に 1で述べたとおり、ジャワ文字を用いたジャワ文学の研究がジャワ学
の中心であったこと。第二に、そのために、収集されたペゴン文書の数が少ないこと。第三に、
2～ 6のジャンルについては、ジャワ文字版が多数存在し、その比較検討に時間が費やされ、ペ
ゴン版を研究するまでに至らなかったこと。第四に、ジャワのイスラーム研究の立ち後れにより、
これまで 1のジャンルの研究があまりなされてこなかったこと。第五に、イスラーム研究の場合、
アラビア語教本に重点が置かれ、ペゴンはその補助教材としてしか見られてこなかったことにで
ある。現在のプサントレンでは、ペゴンで書かれた書物はアラビア語を解することができない初
学者用であるという認識が強い。しかし、現在においても、ジャワではペゴンで書かれた教本は、
アラビア語教本とともに、出版され続けており、ペゴンの教本を読むことが習慣として残ってい
る村落もある。
　上記 1～ 7の中で、最近になって特にインドネシアで研究が進んでいるジャンルが、1である。
これは、インドネシアのイスラーム研究がインドネシア国内及び海外において近年さかんになっ
てきたことによる。ただし、現段階では、ペゴンを用いて本を執筆した特定のキヤイについて、
個別に研究が発表されているだけにとどまり
9
、それぞれの比較検討やペゴンを使用した社会全
体の研究にまでは至っていない。
7　今後の研究の可能性
　ペゴンは、それだけが独立して存在していた表記法ではなく、常にアラビア語またはジャワ文
字ジャワ語と併用されていた。それゆえに、ペゴン文書のみについて研究するだけでは、その意
味を確定することは難しい。イスラーム諸学の教本の場合は、アラビア語教本とともに、2～ 6
のジャンルについては、ジャワ文字版とともに、ペゴン文書を分析する必要がある。その上で、
1～ 5及び 7は、ジャワ社会におけるイスラーム思想の伝播について詳細な分析を加える上で、
重要な史料となり、3～ 6はジャワ文学をイスラームとの関連で検討する上で重要な史料となる
可能性がある。
　ペゴン文書の多くは 19世紀～ 20世紀初頭にイスラーム指導者やその弟子達によって書き記さ
れていることによって、同時代のオランダ語史料からでは知ることができないイスラーム指導者
の思想について分析する材料を与えてくれる。植民地政府は、反乱を恐れ、イスラーム指導者の
行動を監視していたが、彼らの思想について分析を加えることはなかった。従って、オランダ語
史料だけでは、当時のイスラーム思想の展開について、十分に知ることはできない。そうである
にも関わらず、19世紀のジャワ史研究はこれまでオランダ語史料の分析を中心においてきたた
めに、現地語史料の分析が試みられることはほとんどなかった。
　また、これまでインドネシア史において、イスラーム思想展開の分析は 20世紀初頭の改革主
義に基点を置き、19世紀を「未覚醒の時代」としてしか記述することがなかった。これは、現
在インドネシアで大勢力となっているイスラーム団体の成立と展開を強調するあまり、19世紀
のイスラームの展開を軽視する傾向があったためである。現在では、19世紀に活躍したキヤイ
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の存在が次第に明らかになっており、彼らが執筆または使用した教本も明らかになってきている。
こうした研究傾向にそって、さらにジャワのイスラーム史の分析をすすめていく上で、ペゴン文
書は欠くことのできない史料である。
8　史料目録
　ペゴン文書のみを収集した目録は存在しない。下記の目録は、ペゴン文書を含むジャワ語写本
の目録である。
1. Behrend, T.E. 1990. Katalog Induk Naskah-naskah Nusantara, Vol. 1, Museum Sonobudoyo, 
Yogyakarta. Jakarta: Djambatan.
2. Behrend, T.E. 1998. Katalog Induk Naskah-naskah Nusantara, Vol. 4, Perpustakaan Nasional Republik 
Indonesia. Jakarta: Yayasan Obor Indonesia and EFEO.
3. Behrend, T.E. and Titik Pudjiastuti. 1997. Katalog Induk Naskah-naskah Nusantara, Vol. 3, Fakultas 
Sastra Universitas Indonesia. Jakarta: Yayasan Obor Indonesia and EFEO.
4. Ekadjati, Edi S. and Undang A. Darsa. 1999. Katalog Induk Naskah-naskah Nusantara, Vol. 5, Jawa 
Barat: Koleksi Lima Lembaga. Jakarta: Yayasan Obor Indonesia and EFEO.
5. Florida, Nancy K. 1993. Javanese Literature in Surakarta Manuscripts, Vol. 1-2. Ithaca, New York: 
Southeast Asia Program, Cornell University.
6. Girardet, N. 1983. Descriptive Catalogue of the Javanese Manuscripts and Printed Books in the Main 
Libraries of Surakarta and Yogyakarta. Wiesbaden: Franz Steiner.
7. Lindsay, J., R.M. Soetanto and Alan Feinstein. 1994. Katalog Induk Naskah-naskah Nusantara, Vol. 2, 
Kraton Yogyakarta. Jakarta: Yayasan Obor Indonesia. 
8. Pigeaud, Th. G. Th. 1967-80. Literature of Java: Catalogue Raisonné of Javanese Manuscripts in the 
Library of the University of Leiden and Other Public Collections in the Netherlands, Vol.1-3,The Hague: 
Martinus Nijhoff; Vol.4, Leiden: Leiden University. 
9. Pigeaud, Th. G. Th. 1975. Javanese and Balinese Manuscripts and Some Codieces Written in Related 
Idioms Spoken in Java and Bali. Wiesbaden: Franz Steiner.
10. Ricklefs, M.C. and P. Voorhoeve. 1977. Indonesian Manuscripts in Great Britain: A Catalogue of 
Manuscripts in Indonesian Languages in Britain Public Collections. Oxford: Oxford University Press.
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注 
1 ピジョーによれば、pegonの原義は、“wryness, obliquity” ［Pigeaud 1967］である。また、ジャ
ワ語の辞書で、pegonという言葉の意味を探すと、アラビア文字表記のジャワ語という意味
以外に、「純粋なジャワ方式でない」［Balai Bahasa 2000］、“the form of language spoken in the 
border between Javanese and Sundanese regions” ［Robson 2002］等の意味が見つかる （cf. pegoの
意味は、「ジャワ語を話すことに慣れていない」［Balai Bahasa 2000］、“to speak Javanese with a 
regional accent” ［Robson 2002］とされている）。すなわち、純粋なジャワ方式のジャワ語に対し、
純粋ではないジャワ語を指す言葉として、pegon という言葉が存在している。文字に特化して
考えた場合、ジャワ文字のジャワ語が正統であるとした上で、アラビア文字表記のジャワ語
を亜流として認識した者が、これをペゴンと呼んだものと考えられる。なお、ペゴンという
言葉は、現在のジャワ社会で一般的に用いられている言葉ではない。
2 ジャワ語は主にジャワ島中部・東部で話されている言語であり、スンダ語は主にジャワ島西
部で話されている言語である。
3 母音符号はアラビア語でも初学者のために用いられている。また、日常生活での筆記の場合
には、ペゴンであっても、母音符号は省略されている。
4 例えば、cは jの文字に、gは kの文字に点を足して用いた。
5 例えば、最後の宮廷詩人として有名なロンゴワルシト（Ronggowarsito）は、ポノロゴ
（Ponorogo）のトゥガルサリ（Tegalsari）・プサントレンで教育を受けていたことは有名な話で
ある。
6 免税村（desa perdikan）がその前身であると言われている。
7 ベーレントによれば、12000点のジャワ文字写本が存在する。また、イスラーム関係の写本コ
レクションは、スヌック・フルフローニェ（Snouck Hurgronje）による 20世紀に入ってからの
ものが多い。
8  西ジャワの場合、歴史物語や系譜なども、多くペゴンで書かれている。
9  例として、アフマッド・リファイ・カリサラック［Djamil 2001］、ソレ・ダラット・スマラン
（Sholeh Darat Semarang）［Salim 1991］についての研究がある。
